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敗血症をきた した陰茎絞扼症の1例
大田原赤十字病院泌尿器科(医 長:池 内幸一)
堀 口 明男,畠 山 直樹,小 山 政史,池 内 幸 一
A CASE OF SEPTIC SHOCK FOLLOWING INCARCERATION 
                 OF THE PENIS
Akio  HORIGUCHI, Naoki HATAKEYAMA, Masashi OYAMA and Koichi IKEUCHI
From the Department of Urology, the Ootawara Red Cross Hospital
   An 84-year-old male presented to the emergency room with the chief complaint of painful, swollen 
penis following the use of a constriction ring to maintain penile erection. A high fever, chills and 
hypotension were recognized. Septic shock was presumed, and administration of antibiotics was 
started. Microbiologic ultures revealed Escherichia coli n blood. We herein report a rare but serious 
complication accompanying incarceration of the penis. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 44: 193-194, 1998) 
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緒 言
陰茎絞掘症 は比較的稀 な疾患である.陰 茎絞掘症の
合併症 は尿道痩,皮 膚壊死 などの報告例が多いがls4),
今回われわれは陰茎絞掘症 を契機に発生 した敗血症 を
経験 したので報告する.
症 例
患者:84歳,男 性
主訴=陰 茎腫脹,お よび疹痛
既往歴 家族歴=特 記すべ きことな し
現病歴=1997年5月3日,風 俗店で勃起 力増強 目的
にて輪ゴムで陰茎 を縛 った.絞 拒 は数時間後 に自力に
て解除 したが,陰 茎 の腫脹 は軽減 しなか った.5月5
目よ り陰茎腫脹 の増強,お よび疾痛 を自覚 した.5月
7日近医受診 し,抗 生剤の投与 を受 けたが,5月8日
よ り40℃ の高熱 を認 め たため5月ll日 当 院紹 介 さ
れ,緊 急入院 ととなった。
入 院時現症:血 圧90/60mmHg,脈拍110/分,整,
体 温39。5℃,呼吸 数45/分,整.全 身の悪 寒戦 標 あ
り.呼 吸苦,喘 鳴あ り.四 肢末梢 にチア ノーゼ を認 め
た.陰 茎 は発赤腫 大 し,絞 掘 による部分 的な壊 死 を
伴 った皮膚 の潰瘍 を認めた(Fig.1).両側精巣,精 巣
上体,お よび前立腺 に異常 を認めなかった.
臨床検査成 績:末 梢 血,生 化学 検査 で は白血 球数
205×102/mm3,CRPl8.5mg/dlと著 明な炎症所見 を
認め た.
血液ガス分析 はpH7.39,PO268.7mmHg,pCO2
22.6mmHgと代謝性 アシ ドーシスを呼吸性 に代償 し
てい る所見 であった。尿培養 は陰性であ ったが,血 液
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Fig. 1. Edematous and swollen penis at pre-
       sentation. Ulceration on the penile 
       shaft is seen.
培養 からEscherichiacoliが検出 された.
入 院後経過:陰 茎絞拓症 を契機に発生 した敗血症性
ショック と判断 しメチル プ レ ドニ ゾロ ンのパ ルス療
法,imipenem/cilastatinsodiumとminocycline
hydrochlorideの併用投 与,γ一グロブ リン製剤 の投与
を開始 した.治 療開始後自覚症状,血 液検査デー タと
もに次第に改善 し,陰 茎の腫脹,潰 瘍 も保存的に軽快
した.入 院後26日目に軽快退院 とな った.
考 察
陰茎絞拒症 とは陰茎周囲が異物に より圧迫 され るこ
とによ り循環 障害,陰 茎腫脹,浮 腫,重 症例で は陰茎
壊死 などを併発す る比較 的稀 な疾患である.わ れわれ
の調べ えたか ぎりで は現在 まで に80例ほ どの報告があ
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るト4}井上 らDによれば動機については悪戯が最 も
多 く,ついで自慰,性 機能増強などの性的行為にもと
つ くものが多いという.合併症については尿道痩,陰
茎壊死,皮 膚壊死,尿 道狭窄などの報告例が多い図〉
しかしながら本症例のごとく敗血症を併発した例は調
べえたかぎり見当たらなかった.Theiss5)らは勃起
補助リング使用後に発生したフルニエ壊疽の例を報告
している.彼等はその発症機序としてつぎの点を挙げ
ている.まずリングによる血流障害が陰茎組織の著明
な低酸素血症と代謝性アシドーシスを引き起こしたこ
と,つ ぎに絞抱により浮腫をきたしている陰茎皮膚が
性交により機械的刺激を受け障害されたことである.
本症例 もおそらく同様の機序で障害を受けた皮膚から
感染,さ らには敗血症が発症 したものと考えられる.
いずれにしても今後Theissらの報告例5)や本症例の
ような重篤な感染症についても陰茎絞掘症の合併症 と
して念頭に置く必要があると思われた。
結 語
陰茎絞掘症に合併 した敗血症の1例 を報告 した.調
べえたかぎりでは過去に報告例は見られなかった.稀
な合併症ではあるが非常に重篤であり,治療の際に常
に念頭に置 くべ きであると思われた.
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